
(57)【要約】

【課題】簡単な構成でありながら、潅水面積の大小に関

わりなく、その日の気候状況（日射量）に応じて、作物

体が必要とする水分（および液肥）を節水状態で間欠的

に供給することのできる自動潅水装置を得る。

【解決手段】動力をソーラーパネル１０の電力にのみ依

存するモーターポンプ２０により、水源４０の水を汲み

上げて貯水タンク３０に貯水する。貯水タンク３０に所

定量の水が貯水されたときに、排水手段５０により貯水

のすべてを連続的に排水する。そのサイクルが日射量に

比例して繰り返される。水をチューブ潅水系により潅水

場所へ案内される。総潅水量は日射量に比例する。必要

な場合には、液肥混入装置７０を同時に利用する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ソ ー ラ ー パ ネ ル が 発 生 す る 電 力 で 直 接 駆 動 す る モ ー タ ー ポ ン プ と 、 該 モ ー タ ー ポ ン プ が 汲
み 上 げ た 水 源 か ら の 水 を 貯 留 す る 貯 水 タ ン ク と 、 貯 水 タ ン ク に 所 定 量 の 水 が 貯 水 さ れ た と
き に 排 水 を 開 始 し 貯 水 の す べ て を 連 続 的 に 排 水 す る 排 水 手 段 と 、 排 水 手 段 に よ り 排 出 さ れ
る 水 を 潅 水 場 所 へ 案 内 す る チ ュ ー ブ 潅 水 系 と を 少 な く と も 備 え る こ と を 特 徴 と す る 自 動 潅
水 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
貯 水 タ ン ク 内 の 貯 留 水 に 液 肥 を 混 入 す る た め の 液 肥 混 入 装 置 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 潅 水 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
液 肥 混 入 装 置 は 区 分 け さ れ た 液 肥 室 と 水 室 と を 備 え て お り 、 水 室 に は モ ー タ ー ポ ン プ が 汲
み 上 げ た 水 の 一 部 が 分 流 し て 流 入 し 、 流 入 水 に 比 例 し た 量 の 液 肥 が 液 肥 室 か ら 排 出 さ れ て
貯 水 タ ン ク に 流 入 す る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 自 動 潅 水 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 自 動 潅 水 装 置 に 関 し 、 特 に 、 節 水 潅 漑 に 適 し た 自 動 潅 水 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
潅 漑 方 法 と し て 、 従 来 か ら 、 畝 間 潅 水 や ホ ー ス 潅 水 が 行 わ れ て い る 。 近 年 に な り 、 い わ ゆ
る 節 水 潅 漑 法 と し て 、 点 滴 潅 水 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 技 術 は 、 チ ュ ー ブ 上 あ る い は
、 チ ュ ー ブ に 内 蔵 さ れ た ド リ ッ パ ー 装 置 を 介 し て 、 ド リ ッ パ ー 当 た り の 潅 水 量 を ０ ． ８ Ｌ
～ ３ Ｌ ／ 時 間 程 度 の 少 量 に 制 限 し 、 広 範 囲 に 均 等 潅 水 を 行 う も の で あ る 。 こ の 手 法 は 、 主
に イ ス ラ エ ル 等 乾 燥 地 で の 農 業 潅 漑 を 目 的 と し て 開 発 さ れ た も の で り 、 液 肥 を 混 入 す る こ
と に よ り 、 液 肥 潅 漑 に も 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
点 滴 潅 水 技 術 は 典 型 的 な 節 水 潅 漑 技 術 で あ る が 、 そ れ で も 、 前 記 の よ う に 、 ド リ ッ パ ー 当
た り の 潅 水 量 は ０ ． ８ Ｌ ～ ３ Ｌ ／ 時 間 で あ り 、 通 常 ２ ０ ～ ３ ０ ｃ ｍ に 一 つ の ド リ ッ パ ー が
設 置 さ れ て い る た め 、 チ ュ ー ブ 長 １ ０ ０ ｍ 当 た り で は 毎 分 １ ０ Ｌ 程 度 の 流 量 が 必 要 に な る
。 １ ｈ ａ 規 模 の 潅 水 を 行 う た め に は 毎 分 １ ０ ０ ０ Ｌ も の 流 量 が 必 要 と な り 、 送 水 用 の ポ ン
プ の 吐 出 能 力 や 液 肥 混 入 機 の 能 力 （ 毎 分 １ ０ ０ Ｌ 程 度 が 限 界 ） を 考 え る と 、 電 磁 弁 と コ ン
ト ロ ー ラ を 用 い て 、 小 区 画 ご と に 潅 水 を 分 施 す る 方 法 で 実 施 さ れ て い る 。 吐 出 能 力 の 大 き
な ポ ン プ 、 能 力 の 大 き な 液 肥 混 入 装 置 、 電 磁 弁 、 コ ン ト ロ ー ラ 等 は 潅 水 装 置 全 体 の コ ス ト
を 大 幅 に 引 き 上 げ る た め 、 企 業 的 な 規 模 の 農 家 に の み 普 及 し て い る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 点 滴 潅 水 に よ り 、 長 時 間 の 潅 水 を 行 い 、 ド リ ッ パ ー 当 た り の 潅 水 量 を 数 リ ッ ト ル に
す る と 、 横 方 向 へ の 浸 透 よ り 、 重 力 方 向 で あ る 土 壌 の 深 部 へ の 浸 透 が 多 く な る た め 、 水 や
、 液 肥 成 分 の 流 亡 が 問 題 と な る 。 ま た 、 雨 天 や 曇 天 に よ り 、 蒸 発 散 量 が 低 い 場 合 で も 、 コ
ン ト ロ ー ラ ま か せ の 潅 水 指 令 が 発 せ ら れ る た め 、 必 ず し も 作 物 体 の 必 要 量 に 応 じ た 潅 水 や
施 肥 が 行 わ れ て い る と は い え な い 。 降 雨 セ ン サ ー 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー 等 と 組 み 合 わ せ る こ
と に よ り 、 よ り 精 密 な 制 御 が 可 能 と な る が 、 さ ら な る コ ス ト 高 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
節 水 潅 漑 技 術 の 他 の 態 様 と し て 、 一 日 の う ち に 間 欠 的 に 少 量 の 潅 水 施 肥 を 繰 り 返 し 行 い 、
そ れ に よ り 土 壌 上 層 部 （ 作 物 の 根 群 が 分 布 す る 領 域 ） の み に 有 効 に 潅 水 し て 、 水 、 液 肥 の
土 壌 の 深 部 へ の 流 亡 を き わ め て 少 な く し た 潅 水 施 肥 シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献
１ （ Ｗ Ｏ ９ ８ ／ ５ ４ ９ ５ ３ 号 公 報 ） 参 照 ） 。 こ の シ ス テ ム は 、 複 数 個 の ロ ー カ ル サ ブ シ ス
テ ム を 備 え 、 そ れ ぞ れ が 遠 隔 操 作 に よ り 制 御 さ れ る 。 各 ロ ー カ ル サ ブ シ ス テ ム は 、 少 な く
と も １ サ イ ク ル に 放 出 す る 量 の 水 （ お よ び 液 肥 ） を 蓄 積 で き る 容 量 の 貯 水 タ ン ク と 、 制 御
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装 置 か ら の 信 号 を 受 け て 散 水 量 を 制 御 し か つ 制 御 量 を 放 出 す る 散 水 装 置 と 、 放 水 頻 度 と 時
間 を 決 定 す る た め の 電 子 的 制 御 装 置 と 、 水 を 潅 水 場 所 へ 案 内 す る チ ュ ー ブ 潅 水 系 と を 備 え
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
貯 水 タ ン ク へ の 給 水 は ポ ン プ で 行 い 、 満 水 時 に 給 水 を 停 止 し 、 あ ら か じ め プ ロ グ ラ ム さ れ
た 日 時 に 電 磁 弁 が 開 閉 す る こ と に よ り 、 広 い 面 積 へ の チ ュ ー ブ 潅 水 が 行 わ れ る 。 制 御 用 の
信 号 や 電 磁 弁 の 開 閉 の た め の 動 力 は 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル か ら の 電 力 に よ っ て お り 、 エ コ ロ ジ
カ ル な 潅 水 設 備 と な っ て い る 。 ま た 、 液 肥 は 水 流 の 圧 力 差 を 利 用 し て 、 濃 厚 液 肥 を 引 き 込
み 希 釈 す る ベ ン チ ュ リ ー 方 式 を 採 用 で き る と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル か ら の 電 源 を 利 用 し た 自 動 潅 水 装 置 と し て 、 特 許 文 献 ２ （ 特 開 平
８ － ２ ３ ８ ０ ３ １ 号 公 報 ） に は 、 一 日 の う ち の 一 定 の 時 間 帯 に の み 太 陽 光 を 受 光 で き る よ
う に し て 太 陽 電 池 ア レ イ を 設 置 し 、 太 陽 電 池 ア レ イ が 発 生 す る 直 流 出 力 で 直 接 駆 動 す る 直
流 ブ ラ シ レ ス モ ー タ ポ ン プ を 用 い て 、 受 水 槽 に 貯 水 さ れ て い る 潅 漑 水 を 汲 み 出 し 、 散 水 ホ
ー ス を 通 し て 緑 地 に 潅 水 す る も の が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 自 動 潅 水 装 置 に よ れ ば 、 面 倒 な
タ イ マ ー の 設 定 を 行 う こ と な く 、 一 日 の う ち の 一 定 の 時 間 帯 に 自 動 潅 水 を す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
Ｗ Ｏ ９ ８ ／ ５ ４ ９ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ８ － ２ ３ ８ ０ ３ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 し た 点 滴 潅 漑 施 設 は 節 水 潅 水 技 術 し て 多 く の 利 点 を 備 え る 。 し か し 、 作 物 体 に 適 し た
か つ 無 駄 の な い 潅 水 ・ 施 肥 を 行 う た め に は 、 多 く の 高 価 な セ ン サ ー や 電 磁 弁 あ る い は 制 御
機 構 を 必 要 と す る 。 ま た 、 適 量 の 液 肥 を 混 入 し よ う と す る と 、 制 御 が デ リ ケ ー ト な 液 肥 混
入 機 を 必 要 と す る 。 特 許 文 献 １ （ Ｗ Ｏ ９ ８ ／ ５ ４ ９ ５ ３ 号 公 報 ） に 記 載 さ れ る 潅 水 施 肥 シ
ス テ ム に お い て も 、 あ ら か じ め プ ロ グ ラ ム さ れ た 日 時 に 電 磁 弁 が 開 閉 す る こ と に よ り 、 貯
水 タ ン ク に 蓄 え て あ る 水 を 広 い 面 積 へ チ ュ ー ブ 潅 水 す る よ う に し て い る 。 そ の た め に 、 気
候 状 況 に 応 じ て 、 作 物 体 に 合 っ た 最 適 の 潅 水 ・ 施 肥 環 境 を 得 る た め に は 、 電 磁 弁 の 開 閉 タ
イ ミ ン グ や 時 間 等 の 制 御 の た め の 高 度 な 制 御 シ ス テ ム を 必 要 と し 、 高 コ ス ト の も の と な る
。 ま た 、 液 肥 は 水 流 の 圧 力 差 を 利 用 し て 濃 厚 液 肥 を 引 き 込 み 希 釈 す る ベ ン チ ュ リ ー 方 式 を
採 用 し て い る が 、 こ の 方 式 は 高 い 精 度 を 上 げ る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
特 許 文 献 ２ （ 特 開 平 ８ － ２ ３ ８ ０ ３ １ 号 公 報 ） に 記 載 の 自 動 潅 水 装 置 は 、 太 陽 電 池 ア レ イ
が 発 生 す る 直 流 出 力 で 直 接 駆 動 す る 直 流 ブ ラ シ レ ス モ ー タ ポ ン プ を 用 い て 、 受 水 槽 に 貯 水
さ れ て い る 潅 漑 水 を 汲 み 出 し 潅 水 す る も の で あ り 、 一 定 の 時 間 帯 に 自 動 潅 水 を す る こ と が
で き る 。 し か し 、 一 日 の う ち の 一 定 の 時 間 帯 に の み 太 陽 光 を 受 光 で き る よ う に 太 陽 電 池 ア
レ イ を 設 置 す る の に 、 複 雑 な 機 構 を 必 要 と す る 。 ま た 、 そ の 日 の 気 候 状 況 に 応 じ て 、 作 物
体 に 合 っ た 最 適 の 潅 水 ・ 施 肥 環 境 を 設 定 す る こ と に つ い て は 、 何 の 配 慮 も さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 潅 水 面 積 の 大 小 に 関 わ り な く
、 潅 水 量 を 調 整 し た り 断 続 す る た め の 電 磁 弁 や モ ー タ ー を 制 御 の た め の 複 雑 な 制 御 機 構 や
、 ソ ー ラ ー パ ネ ル の 受 光 量 制 御 の た め の 機 構 、 等 を 用 い る こ と な く 、 そ の 日 の 気 候 状 況 （
日 射 量 ） に 応 じ て 、 作 物 体 が 必 要 と す る 水 分 を 節 水 状 態 で 供 給 す る こ と の で き る 自 動 潅 水
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 他 の 目 的 は 、 簡 単 な 機 構 を 用 い て 、 水 と 共 に 、
作 物 体 が 必 要 と す る 量 の 肥 料 を も 供 給 す る こ と の で き る 自 動 潅 水 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 は 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル が 発 生 す る 電 力 で 直 接 駆 動 す る モ ー タ ー ポ
ン プ と 、 該 モ ー タ ー ポ ン プ が 汲 み 上 げ た 水 源 か ら の 水 を 貯 留 す る 貯 水 タ ン ク と 、 貯 水 タ ン
ク に 所 定 量 の 水 が 貯 水 さ れ た と き に 排 水 を 開 始 し 貯 水 の す べ て を 連 続 的 に 排 水 す る 排 水 手
段 と 、 排 水 手 段 に よ り 排 出 さ れ る 水 を 潅 水 場 所 へ 案 内 す る チ ュ ー ブ 潅 水 系 と を 少 な く と も
備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 で は 、 水 源 （ 潅 漑 用 水 路 や 池 沼 等 ） か ら の 潅 漑 水 の 汲 み 上 げ （
貯 水 タ ン ク へ の 給 水 ） は 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル が 発 生 す る 電 力 で 直 接 駆 動 す る モ ー タ ー ポ ン プ
の み に よ っ て 行 う よ う に し て お り 、 構 成 は き わ め て 簡 単 で あ る 。 そ し て 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル
の み に 依 存 し て い る こ と か ら 、 日 射 量 に 応 じ た 給 水 量 が 確 実 に 実 現 さ れ る 。 作 物 体 は 日 射
量 が 多 い ほ ど 蒸 発 散 が 多 く な り 多 く の 水 分 を 必 要 と し 、 雨 天 の 日 や 夜 間 に は ほ と ん ど 潅 水
を 必 要 と し な い 。 多 く 潅 水 す る こ と は む し ろ 作 物 体 の 生 育 に 害 を 及 ぼ す 。 す な わ ち 、 作 物
体 が 必 要 と す る 水 分 量 は 実 質 的 に 日 照 量 に 比 例 し て い る と こ ろ 、 本 発 明 に よ れ ば 、 作 物 体
が 必 要 と す る と き に 必 要 な だ け の （ 日 照 に 比 例 し た ） 潅 水 を 確 保 す る こ と が 、 特 別 な 制 御
装 置 を 必 要 と す る こ と な く 、 容 易 に 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 に お い て 、 モ ー タ ー ポ ン プ で 汲 み 上 げ ら れ る 潅 漑 水 は 、 一 旦 、
貯 水 タ ン ク に 貯 め ら れ る 。 貯 水 タ ン ク 内 に 所 定 量 の 水 が 貯 水 さ れ た 時 点 で 、 適 宜 の 排 水 手
段 に よ っ て 、 貯 水 の す べ て は 連 続 的 に 排 水 さ れ て 、 一 サ イ ク ル は 終 了 す る 。 一 サ イ ク ル 分
の 排 水 は 適 宜 の チ ュ ー ブ 潅 水 系 を 介 し て 潅 水 場 所 へ 案 内 さ れ て 、 潅 漑 水 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
日 照 が あ り ソ ー ラ ー パ ネ ル が モ ー タ ー ポ ン プ が 駆 動 す る た め の 最 低 限 の 発 電 を 継 続 し て い
る 限 り 、 排 水 中 も 貯 水 タ ン ク へ の 給 水 は 継 続 す る 。 貯 水 タ ン ク か ら の 単 位 時 間 当 た り の 排
水 量 は モ ー タ ー ポ ン プ か ら の 給 水 量 に 比 較 し て 大 き く 、 一 サ イ ク ル 終 了 の 時 点 で 、 貯 水 タ
ン ク へ の 次 サ イ ク ル の 貯 水 が 始 ま る 。 そ の と き に は 、 排 水 手 段 の 作 用 に よ り 、 排 水 は 停 止
し て い る 。 以 下 、 こ の サ イ ク ル が 必 要 な 日 照 が 得 ら れ て い る 限 り 、 反 復 し て 行 わ れ る 。 す
な わ ち 、 日 照 量 に 比 例 し た 潅 水 が 、 特 別 の 制 御 機 構 や 電 磁 弁 等 を 用 い る こ と な く 、 容 易 に
か つ 確 実 に 実 行 さ れ る 。 灌 漑 水 量 は 貯 水 タ ン ク の 容 量 に も っ ぱ ら 規 制 さ れ る の で 、 チ ュ ー
ブ 潅 水 系 に 流 量 を 規 制 す る 手 段 を 設 け る 必 要 は な く 、 シ ス テ ム 全 体 の 構 成 の 簡 素 化 が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
貯 水 タ ン ク の 容 量 は 、 潅 漑 を 要 す る 面 積 に 応 じ て 適 宜 定 め ら れ る が 、 貯 水 タ ン ク の 容 量 と
モ ー タ ー ポ ン プ の 容 量 （ 給 水 量 ） を 適 宜 設 定 す る だ け で 、 潅 水 場 所 に 応 じ た あ る い は 作 物
体 に 応 じ た 、 最 適 の 間 欠 的 潅 水 状 態 を 容 易 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
日 射 量 の 大 小 に よ り 、 モ ー タ ー ポ ン プ の 汲 み 上 げ 量 が 変 化 す る 。 従 っ て 、 一 日 間 の 潅 水 回
数 は 、 日 射 量 が 多 い ほ ど 、 つ ま り 蒸 発 散 が 多 い ほ ど 多 く な り 潅 水 量 も 大 き く な る 。 一 方 、
日 射 量 が 少 な い 場 合 に は 、 潅 水 間 隔 が 長 く な り 、 総 潅 水 量 は 抑 制 さ れ る 。 雨 天 、 夜 間 に つ
い て は 、 特 別 な 制 御 装 置 を 必 要 と す る こ と な く 、 潅 水 は 停 止 す る こ と と な る 。 す な わ ち 、
前 記 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 作 物 体 が 必 要 と す る と き に 必 要 な だ け の 潅 水 を 確 保 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 自 動 潅 水 装 置 で は 、 潅 水 面 積 に 応 じ た 容 量 の 貯 水 タ ン ク ヘ 低 流 速
に よ り 給 水 し 、 所 定 量 の 給 水 が 完 了 し た 時 点 で 、 チ ュ ー ブ 潅 水 系 に 一 斉 配 水 す る 。 従 っ て
、 供 給 量 が 限 ら れ た 水 源 か ら も 、 あ る い は 、 小 規 模 な 井 戸 、 小 流 量 の 水 流 の み で 比 較 的 広
い 面 積 へ の 潅 水 が 可 能 と な る 。 そ の た め に 、 従 来 の 節 水 潅 漑 技 術 で も っ て 大 規 模 潅 水 を 行
う た め に 必 要 と し た 、 複 雑 な コ ン ト ロ ー ル 手 段 を 要 す る こ と な く 、 単 に 複 数 個 の 装 置 を 個
々 に 配 置 す る の み で 、 広 い 面 積 に 節 水 潅 漑 を 行 う こ と が 可 能 と な る と と も に 、 同 じ 装 置 を
室 内 観 賞 用 園 芸 や 家 庭 菜 園 等 で も 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 に お い て 、 用 い る チ ュ ー ブ 潅 水 系 に 特 に 制 限 は な く 、 従 来 知 ら
れ た も の を 適 宜 用 い る こ と が で き る 。 従 来 知 ら れ た ド リ ッ パ ー 装 置 を 備 え た チ ュ ー ブ を 用
い て も よ い 。 い ず れ に し て も 、 少 量 、 多 回 数 の 潅 水 （ 施 肥 ） に よ り 、 水 （ や 液 肥 成 分 ） の
重 力 方 向 へ の 縦 浸 透 が 抑 え ら れ 、 横 方 向 へ の 浸 透 が 進 む た め 、 チ ュ ー ブ 潅 水 に お け る 水 の
吐 出 口 当 た り の 水 （ 液 肥 ） 分 布 特 性 が 改 善 さ れ 、 す な わ ち 、 地 表 か ら 浅 い 部 分 （ 地 表 ～ ３
０ ｃ ｍ 以 内 の 部 分 ） が 広 く 潅 水 さ れ 、 少 な い 吐 出 口 数 で 広 い 面 積 の 潅 水 施 肥 が 可 能 と な る
。 作 土 層 か ら の 水 （ や 液 肥 成 分 ） の 流 亡 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
結 果 と し て 、 気 相 に 富 み 、 根 が 発 達 す る の に 好 適 な 、 作 物 の 有 効 根 群 域 （ 標 的 域 ） が 効 果
的 に 潅 水 さ れ る た め 、 作 物 体 が 乾 燥 ス ト レ ス を 受 け る こ と が な く な り 、 作 物 収 量 を 上 げ る
こ と が 可 能 と な る 。 特 に 、 乾 燥 地 域 で は 飛 躍 的 な 収 量 増 が 期 待 で き る 。 さ ら に 、 潅 水 域 が
地 表 面 浅 層 域 に 限 定 さ れ る た あ 、 品 質 の 制 御 が し 易 く な る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 上 記 し た よ う に 、 通 常 の 点 滴 潅 水 に 比 較 し た 場 合 、 一 分 間 当 た り の 潅 水 流 量 は 数 十
リ ッ ト ル ～ 数 百 リ ッ ト ル 必 要 と さ れ る が 、 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 で は 、 給 水 と 配 水 の
時 間 差 を 利 用 し 、 給 水 速 度 は 比 較 的 低 く て も 配 水 速 度 を 早 く す る こ と が 可 能 で あ り 、 一 般
的 に 潅 漑 速 度 の 制 限 因 子 と な る 水 源 の 水 供 給 速 度 が 少 な く て も 大 面 積 の 潅 水 が 可 能 と な る
。 例 え ば 、 貯 水 タ ン ク が 満 水 に な る ま で の 時 間 を １ 時 間 と し た 場 合 、 １ ０ ａ 当 た り の 一 回
の 潅 水 に 必 要 な 水 量 は ３ ０ ０ Ｌ ～ ５ ０ ０ Ｌ で あ り 、 毎 分 １ ０ Ｌ 以 下 の 給 水 量 に よ っ て 一 斉
潅 水 が 可 能 と な る 。 こ れ を 慣 行 的 な 点 滴 潅 水 手 法 で 行 お う と す る と 、 １ ０ 台 の 電 磁 弁 に よ
る 分 施 潅 水 が 必 要 と な る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 で は 、 水 量 が 巨 大 な ダ
ム や パ イ プ ラ イ ン 等 に よ る 大 容 量 の 送 水 シ ス テ ム を 必 要 と せ ず 、 小 川 の 流 れ の よ う な 小 水
量 か ら の 給 水 に よ っ て も 大 面 積 の 潅 水 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 自 動 潅 水 装 置 は 、 貯 水 タ ン ク 内 の 貯 留 水 に 液 肥 を 混 入 す る た め の 液 肥 混 入 装 置 を
さ ら に 備 え る こ と が で き る 。 こ の 態 様 に よ り 、 間 欠 的 な 節 水 型 の 潅 水 施 肥 を 行 う こ と が で
き る 。 液 肥 混 入 装 置 は 任 意 の も の を 用 い 得 る が 、 区 分 け さ れ た 液 肥 室 と 水 室 と を 備 え て お
り 、 水 室 に は モ ー タ ー ポ ン プ が 汲 み 上 げ た 水 の 一 部 が 分 流 し て 流 入 し 、 流 入 水 に 比 例 し た
量 の 液 肥 が 液 肥 室 か ら 排 出 さ れ て 貯 水 タ ン ク に 流 入 す る よ う に な っ て い る 構 造 の も の を 用
い る こ と は 、 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 構 造 の 液 肥 混 入 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 正 確 か つ 高 希 釈 倍 率 の 液 肥 を 、 必 要
な と き に 必 要 な だ け 、 作 物 体 に 供 給 で き る よ う に な る 。 そ の 際 に 、 濃 厚 液 肥 は 大 気 圧 と 平
衛 な 貯 水 タ ン ク の 中 で 給 水 と 混 合 さ れ る た め 、 従 来 の ピ ス ト ン 式 液 肥 混 入 機 や ベ ン チ ュ リ
ー 管 に よ る 吸 い 込 み 液 肥 混 入 装 置 に 必 要 と さ れ て い た 圧 力 差 を 必 要 と せ ず 、 簡 単 な 構 成 で
も っ て 、 効 果 的 に 高 希 釈 倍 率 の 液 肥 を 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 を 図 面 を 参 照 し つ つ 好 ま し い 実 施 の 形 態 に よ り 説 明 す る
。 図 １ は 自 動 潅 水 装 置 の 全 体 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ り 、 図 ２ は そ こ で 用 い る 液 肥 混 入 装 置
を 示 す 概 略 図 で あ る 。 自 動 潅 水 装 置 １ は 、 基 本 的 に 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル １ ０ が 発 生 す る 電 力
で 直 接 駆 動 す る モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ と 、 該 モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ が 汲 み 上 げ た 水 源 か ら の 水
を 貯 留 す る 貯 水 タ ン ク ３ ０ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ソ ー ラ ー パ ネ ル １ ０ は 太 陽 電 池 ア レ イ が 必 要 個 数 直 列 に 接 続 し た 形 態 の 従 来 知 ら れ た も の
で あ り 、 使 用 す る モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ を 駆 動 で き る だ け の 電 力 を 出 力 で き る も の で あ れ ば
よ い 。 モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ も ソ ー ラ ー パ ネ ル １ ０ が 発 生 す る 直 流 電 流 で 駆 動 す る も の で あ
れ ば よ く 、 軸 流 型 ポ ン プ が 好 ま し い が 、 他 の 形 態 の も の で も よ い 。 モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ の
吸 い 込 み 側 は ホ ー ス ２ １ を 介 し て 適 宜 の 水 源 ４ ０ に 接 続 し て い る 。 本 発 明 の 自 動 潅 水 装 置
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１ で は 、 前 記 し た よ う に 、 水 源 ４ ０ は 小 川 の 流 れ の よ う な 小 水 量 の も の で あ っ て も 差 し 支
え な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
貯 水 タ ン ク ３ ０ は 、 天 井 面 に 大 気 へ の 開 放 口 ３ １ を 持 つ 開 放 型 の も の で あ り 、 天 井 面 に は
ホ ー ス 案 内 口 ３ ２ も 形 成 さ れ て い る 。 モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ の 吐 出 側 に 接 続 さ れ た ホ ー ス ２
２ の 他 方 端 は 、 該 ホ ー ス 案 内 口 ３ ２ に 接 続 し て い る 。 従 っ て 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル １ ０ に 太 陽
光 が 照 射 し て モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ を 駆 動 で き る だ け の 電 力 が 発 電 し て い る 状 態 で は 、 水 源
４ ０ の 水 は モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ の 作 動 に よ り 汲 み 上 げ ら れ 、 ホ ー ス ２ ２ を 介 し て 、 貯 水 タ
ン ク ３ ０ 内 に 貯 水 さ れ る 。 夜 間 や 雨 天 時 （ す な わ ち 、 作 物 体 が 水 を 必 要 と し な い と き ） に
は モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ が 作 動 す る こ と は な く 、 揚 水 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
貯 水 タ ン ク ３ ０ は 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ に 所 定 量 の 水 が 貯 水 さ れ た と き に 排 水 を 開 始 し 貯 水 の
す べ て を 連 続 的 に 排 水 す る 排 水 手 段 ５ ０ を 備 え る 。 排 水 手 段 ５ ０ は 任 意 の も の で よ い が 、
こ の 例 で は 、 逆 Ｕ 字 管 ５ １ を 利 用 し て サ イ ホ ン の 原 理 に よ り 、 所 要 の 排 水 を 行 う よ う に し
て い る 。 逆 Ｕ 字 管 ５ １ は 、 そ の 一 端 ５ ２ を 貯 水 タ ン ク ３ ０ の 底 に 近 い 部 分 に 配 置 し 、 そ こ
か ら 所 定 高 さ ま で 立 ち 上 が り 、 そ こ を 頂 部 ５ ３ と し て 下 方 に 折 り 曲 げ て い る 。 モ ー タ ー ポ
ン プ ２ ０ の 作 動 に よ り 貯 水 タ ン ク ３ ０ 内 に 給 水 さ れ る 水 の 水 位 が 、 逆 Ｕ 字 管 ５ １ の 頂 部 ５
３ の レ ベ ル ま で 達 す る と 、 サ イ ホ ン の 原 理 で 逆 Ｕ 字 管 ５ １ を 介 し て の 放 水 が 始 ま り 、 貯 水
の す べ て が 連 続 し て 排 水 さ れ る 。 逆 Ｕ 字 管 ５ １ の 頂 部 ５ ３ の 高 さ 位 置 を 適 宜 調 整 す る こ と
に よ り 、 排 水 の 開 始 時 （ す な わ ち 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ 内 で の 最 大 貯 水 量 ） を 容 易 に 変 更 す る
こ と が で き る 。 排 水 が 終 了 し て も 、 モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ が 継 続 し て 作 動 し て い る 場 合 に は
、 貯 水 タ ン ク ３ ０ へ の 給 水 は 継 続 し て 進 行 し 、 再 度 所 定 の 貯 水 量 に 達 し た 時 点 で 、 同 じ よ
う に し て 排 水 が 始 ま る 。 こ の サ イ ク ル が 、 日 照 量 に 応 じ て 繰 り 返 さ れ る の で 、 貯 水 タ ン ク
３ ０ か ら の 総 排 水 量 は 日 照 量 （ 時 間 ） に 比 例 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
逆 Ｕ 字 管 ５ １ の 排 水 側 は 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ か ら 排 水 さ れ る 水 を 潅 水 場 所 へ 案 内 す る チ ュ ー
ブ 潅 水 系 ６ ０ に 接 続 し て い る 。 チ ュ ー ブ 潅 水 系 ６ ０ は 従 来 の 潅 漑 施 設 に お け る と 同 様 な も
の で あ っ て よ く 、 潅 水 口 ６ １ か ら 好 適 な 潅 水 量 が 得 ら れ る よ う に 、 チ ュ ー ブ の 管 径 ６ ２ や
潅 水 口 ６ １ の 大 き さ が 設 定 さ れ る 。 場 合 に よ っ て は 、 従 来 知 ら れ た ド リ ッ パ ー 装 置 を チ ュ
ー ブ に 備 え る よ う に し て も よ い 。 な お 、 上 記 の 逆 Ｕ 字 管 ５ １ を 使 用 し た 排 水 手 段 ５ ０ は １
つ の 例 示 で あ っ て 、 他 に 、 図 ２ に 示 す よ う な フ ロ ー ト 弁 を 用 い た 排 水 手 段 、 図 ３ に 示 す よ
う な 適 宜 の レ ベ ル セ ン サ と 開 閉 弁 と か ら な る 排 水 手 段 な ど 、 任 意 の 手 段 を 用 い る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ に お い て 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ は モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ の 作 動 に よ り 汲 み 上 げ ら れ る 水 の 導
入 孔 で あ る ホ ー ス 案 内 口 ３ ２ と 排 水 口 ３ ３ を 備 え 、 排 水 口 ３ ３ は チ ュ ー ブ 潅 水 系 ６ ０ に 接
続 し て い る 。 貯 水 タ ン ク ３ ０ は 内 部 に 排 水 手 段 ５ ０ Ａ を 備 え る 。 排 水 手 段 ５ ０ Ａ は 主 フ ロ
ー ト 室 ５ ０ １ を 有 し 、 主 フ ロ ー ト 室 ５ ０ １ の 上 端 近 傍 に は 導 水 孔 ５ ０ ２ が 形 成 さ れ て い る
。 主 フ ロ ー ト 室 ５ ０ １ の 下 方 域 に は 第 １ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ３ が 設 け て あ り 、 そ の 下 方 に 位 置
す る 第 ２ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ４ が 浮 上 す る こ と に よ り 上 方 に 移 動 し て 主 フ ロ ー ト 室 ５ ０ １ を 閉
鎖 す る 。 第 １ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ３ の 上 方 に は 第 ３ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ５ が 位 置 し て お り 、 該 第 ３
フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ５ は リ ン ク を 介 し て 排 水 口 ３ ３ を 開 閉 す る 第 ４ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ６ に 作 動 が
連 動 す る 状 態 で 繋 が っ て い る 。 な お 、 第 ４ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ６ と 第 １ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ３ と は
ほ ぼ 同 じ レ ベ ル に 置 か れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
貯 水 タ ン ク ３ ０ が 空 の 状 態 で ホ ー ス ２ ２ か ら タ ン ク 内 に 水 が 徐 々 に 入 り 始 め る 。 流 入 す る
水 は 第 ２ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ４ を 押 し 上 げ る 。 第 ２ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ４ が ラ イ ン Ａ の レ ベ ル に 達
す る と 、 第 １ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ３ は 第 ２ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ４ に よ り 押 し 上 げ ら れ 、 主 フ ロ ー ト
室 ５ ０ １ を 閉 鎖 す る 。 水 の 流 入 は 継 続 し て お り 、 次 第 に 貯 水 タ ン ク ３ ０ 内 の 水 位 レ ベ ル は
上 昇 す る 。 水 位 レ ベ ル が ラ イ ン Ｂ に 達 す る と 、 水 は 導 水 孔 ５ ０ ２ か ら 主 フ ロ ー ト 室 ５ ０ １
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の 中 に 流 入 し 始 め る 。 主 フ ロ ー ト 室 ５ ０ １ 内 に 入 り 込 ん だ 水 の 浮 力 に よ り 第 ３ フ ロ ー ト 弁
５ ０ ５ は 押 し 上 げ ら れ 、 そ の 移 動 に 連 動 し て 第 ４ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ６ が 開 方 向 に 移 動 す る 。
第 ４ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ６ が 開 く こ と に よ り 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ 内 の 水 は 排 水 口 ３ ３ か ら チ ュ ー
ブ 潅 水 系 ６ ０ に 排 水 さ れ る 。 排 水 に よ り 水 位 レ ベ ル が ラ イ ン Ａ ま で 下 が る と 第 ４ フ ロ ー ト
弁 ５ ０ ６ は 下 降 し て 排 水 口 ３ ３ を 閉 鎖 す る 。 そ れ と 相 前 後 し て 、 第 １ フ ロ ー ト 弁 ５ ０ ３ が
下 降 し て し 主 フ ロ ー ト 室 ５ ０ １ を 開 放 す る 。 そ れ に よ り 、 主 フ ロ ー ト 室 ５ ０ １ 内 の 水 も 排
出 さ れ て 、 当 初 の 状 態 に 戻 る 。 以 下 、 こ の サ イ ク ル が ホ ー ス ２ ２ か ら の 水 の 流 入 が 続 く 限
り 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ は 適 宜 の レ ベ ル セ ン サ と 開 閉 弁 と か ら な る 排 水 手 段 ５ ０ Ｂ を 備 え た 貯 水 タ ン ク ３ ０ を
示 す 。 貯 水 タ ン ク ３ ０ に は 、 下 位 水 位 で あ る レ ベ ル Ａ を 検 知 す る 第 １ レ ベ ル セ ン サ ５ １ １
と 、 上 位 水 位 で あ る レ ベ ル Ｂ を 検 知 す る 第 ２ レ ベ ル セ ン サ ５ １ ２ が 備 え ら れ 、 排 水 口 ３ ３
に は 該 レ ベ ル セ ン サ か ら の 信 号 を 受 け て 開 閉 す る 電 磁 弁 ５ １ ３ が 設 け て あ る 。 チ ュ ー ブ 潅
水 系 ６ ０ へ の 排 水 が 進 行 し て 水 位 が レ ベ ル Ａ ま で 低 下 す る と 、 そ れ を 第 １ レ ベ ル セ ン サ ５
１ １ が 感 知 し 、 そ の 信 号 に よ り 電 磁 弁 ５ １ ３ は 排 水 口 ３ ３ を 閉 じ る 。 ホ ー ス ２ ２ か ら 水 は
継 続 し て 流 入 し て お り 、 水 位 が レ ベ ル Ｂ に 達 す る と 、 そ れ を 第 ２ レ ベ ル セ ン サ ５ １ ２ が 感
知 し 、 そ の 信 号 に よ り 電 磁 弁 ５ １ ３ は 排 水 口 ３ ３ を 開 く 。 そ れ に よ り 、 チ ュ ー ブ 潅 水 系 ６
０ へ の 排 水 が 再 開 し 、 再 び 、 水 位 は レ ベ ル Ａ に ま で 低 下 し て 電 磁 弁 ５ １ ３ は 閉 じ 、 貯 水 が
始 ま る 。 以 下 、 こ の サ イ ク ル が ホ ー ス ２ ２ か ら の 水 の 流 入 が 続 く 限 り 繰 り 返 さ れ る 。 な お
、 こ の 例 で は 、 レ ベ ル セ ン サ と し て 電 極 棒 を 用 い て い る が 、 上 位 水 位 で あ る レ ベ ル Ｂ を 検
知 す る 第 ２ レ ベ ル セ ン サ ５ １ ２ に つ い て は 、 フ ロ ー ト 式 の セ ン サ を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 の よ う に 、 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 １ で は 、 一 回 に 潅 水 す る 水 量 を 貯 水 タ ン ク ３ ０
側 で 規 制 す る こ と が で き 、 し か も 、 複 雑 な 制 御 装 置 や 電 磁 弁 な ど を 使 用 す る こ と な く 、 潅
水 は 所 要 の 間 隔 を お い て 繰 り 返 し 行 う こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 潅 水 場 所 に 応 じ た あ る
い は 作 物 体 に 応 じ た 、 最 適 の 間 欠 的 な 節 水 潅 水 状 態 を 容 易 に 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
ま た 、 少 量 、 多 回 数 の 潅 水 を 行 う に よ り 、 水 が 重 力 方 向 へ 縦 浸 透 す る の を 抑 え る こ と が で
き 、 チ ュ ー ブ 潅 水 に お け る 水 の 吐 出 口 当 た り の 水 分 布 特 性 も 改 善 で き る 。 そ れ に よ り 、 前
記 し た よ う に 、 例 え ば 地 表 か ら ３ ０ ｃ ｍ 以 内 の 部 分 が 広 く 潅 水 さ れ 、 少 な い 吐 出 口 数 で 広
い 面 積 の 潅 水 施 肥 が 可 能 と な り 、 作 土 層 か ら の 水 （ や 液 肥 成 分 ） の 流 亡 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ の 駆 動 は ソ ー ラ ー パ ネ ル １ ０ か ら の 電 力 に の み 依 存 し て お り
、 結 果 と し て 、 前 記 し た よ う に 、 日 射 量 の 大 小 に よ り 、 モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ の 汲 み 上 げ 量
が 変 化 す る 。 従 っ て 、 一 日 間 の 潅 水 回 数 は 、 日 射 量 が 多 い ほ ど 、 つ ま り 蒸 発 散 が 多 い ほ ど
多 く な り 潅 水 量 も 大 き く な る 。 日 射 量 が 少 な い 場 合 に は 潅 水 間 隔 が 長 く な り 、 潅 水 量 も 少
な く な る 。 結 果 と し て 、 作 物 体 が 必 要 と す る と き に 必 要 な だ け の 潅 水 を 確 実 に 確 保 す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
場 合 に よ っ て は 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ の 容 量 と モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ の 送 り 込 み 量 と の 関 係 で 、
潅 水 回 数 が 必 要 以 上 と な り 、 作 土 層 か ら の 水 や 液 肥 成 分 の 流 亡 が 生 じ る こ と が 起 こ り 得 る
。 そ れ を 回 避 す る た め に 、 モ ー タ ー ポ ン プ ２ ０ の 吐 き 出 し 側 の ホ ー ス ２ ２ か ら 還 流 ホ ー ス
２ ３ を 分 岐 さ せ 、 必 要 以 上 の 水 は 水 源 側 に 還 流 で き る よ う に す る こ と も で き る 。 そ の 場 合
に は 、 図 示 し な い が 、 水 の 流 れ 方 向 下 流 側 に 、 減 圧 弁 や 適 宜 の 圧 力 計 を 配 置 し 、 還 流 量 を
適 宜 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 １ に お い て 、 好 ま し く は 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ 内 の 貯 留 水 に 液 肥 を
混 入 す る た め の 液 肥 混 入 装 置 が さ ら に 備 え ら れ る 。 そ れ に よ り 、 容 易 に 間 欠 的 潅 水 施 肥 を
行 う こ と が で き る よ う に な る 。 液 肥 混 入 装 置 に 特 に 制 限 は な い が 、 図 ４ ａ ， ｂ 示 す よ う な
形 態 の 液 肥 混 入 装 置 ７ ０ 、 ７ ０ Ａ を 用 い る こ と は 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-201583 A 2004.7.22



図 ４ ａ に 示 す 液 肥 混 入 装 置 ７ ０ は 、 外 容 器 ７ １ と 内 容 器 ７ ２ を 備 え る 。 外 容 器 ７ １ は 剛 性
容 器 で あ る が 、 内 容 器 ７ ２ は 可 撓 性 シ ー ト （ 例 え ば 、 樹 脂 シ ー ト ） で 作 ら れ て お り 、 内 容
積 が 可 変 と な っ て い る 。 内 容 器 ７ ２ は 液 肥 室 と さ れ 濃 厚 液 肥 が 充 填 さ れ る 。 外 容 器 ７ １ と
内 容 器 ７ ２ と の 間 の 空 間 Ｓ は 水 室 と さ れ 水 が 充 填 さ れ る 。 内 容 器 ７ ２ に 挿 入 さ れ た ホ ー ス
７ ３ の 他 端 は 、 前 記 し た 貯 水 タ ン ク ３ ０ の 天 井 面 に 形 成 し た ホ ー ス 案 内 口 ３ ２ に 入 り 込 ん
で い る 。 一 方 、 前 記 し た ホ ー ス ２ ２ に は 適 宜 の 流 量 調 整 弁 ２ ５ を 介 し て 分 水 ホ ー ス ２ ６ が
分 岐 し て お り 、 そ の 先 端 は 外 容 器 ７ １ と 内 容 器 ７ ２ と の 間 の 空 間 Ｓ に 開 放 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 の 構 成 で あ り 、 内 容 器 ７ ２ に 濃 厚 液 肥 を 、 外 容 器 ７ １ と 内 容 器 ７ ２ と の 間 の 空 間 Ｓ に
水 を そ れ ぞ れ 充 満 さ せ た 状 態 と し 、 そ の 状 態 で 、 分 水 ホ ー ス ２ ６ に ホ ー ス ２ ２ を 流 れ る 潅
水 の 一 部 を 分 流 さ せ る と 、 分 流 し た 水 は 前 記 空 間 Ｓ 内 に 流 入 す る 。 そ れ に よ り 、 等 容 積 だ
け 内 容 器 ７ ２ は 収 縮 し 、 収 縮 分 の 濃 厚 液 肥 は ホ ー ス ７ ３ を 介 し て 貯 水 タ ン ク ３ ０ 内 に 流 入
す る 。 そ れ に よ り 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ 内 の 水 は 適 量 の 液 肥 を 含 ん だ 潅 漑 水 と な る 。 流 量 調 整
弁 ２ ５ を 、 ホ ー ス ２ ２ を 流 れ る 流 量 に 比 例 し た 量 を 分 水 ホ ー ス ２ ６ に 分 水 す る よ う に セ ッ
ト す る こ と に よ り 、 潅 漑 水 の 流 量 に 比 例 し た 量 の 濃 厚 液 肥 が 貯 水 タ ン ク ３ ０ 内 に 送 り 込 ま
れ る こ と と な り 、 常 時 、 ほ ぼ 一 定 濃 度 の 液 肥 を 含 ん だ 潅 漑 水 を チ ュ ー ブ 潅 水 系 ６ ０ に 送 り
出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ４ ｂ に 示 す 液 肥 混 入 装 置 ７ ０ Ａ は 、 装 置 の 構 成 は 図 ４ ａ に 示 し た も の と 同 じ で あ る が 、
分 水 ホ ー ス ２ ６ の 放 出 端 が 内 容 器 ７ ２ に 開 放 し て い て 、 内 容 器 ７ ２ が 水 室 と さ れ て お り 、
外 容 器 ７ １ と 内 容 器 ７ ２ と の 間 の 空 間 Ｓ に は 濃 厚 液 肥 が 充 填 さ れ て 液 肥 室 と さ れ て お り 、
そ こ に 挿 入 さ れ た ホ ー ス ７ ３ の 他 端 が 貯 水 タ ン ク ３ ０ の 天 井 面 に 形 成 し た ホ ー ス 案 内 口 ３
２ に 入 り 込 ん で い る 点 で 、 液 肥 混 入 装 置 ７ ０ と 相 違 し て い る 。 こ の よ う な 使 用 態 様 と す る
こ と に よ り 、 濃 厚 液 肥 補 給 が 容 易 に な る 等 の 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 の 構 造 の 液 肥 混 入 装 置 ７ ０ 、 ７ ０ Ａ を 用 い る こ と に よ り 、 正 確 か つ 高 稀 釈 倍 率 の 液 肥
を 必 要 な と き に 、 必 要 な だ け の 作 物 体 に 供 給 で き る よ う に な る 。 そ の 際 に 、 濃 厚 液 肥 は 大
気 圧 と 平 衡 な 貯 水 タ ン ク ３ ０ の 中 で 水 と 混 合 さ れ る た め 、 前 記 し た よ う に 、 従 来 の ピ ス ト
ン 式 液 肥 混 入 機 や ベ ン チ ュ リ ー 管 に よ る 吸 い 込 み 液 肥 混 入 装 置 に 必 要 と さ れ て い た 圧 力 差
を 必 要 と せ ず 、 簡 単 な 構 成 で も っ て 、 効 果 的 に 高 希 釈 倍 率 の 液 肥 を 調 整 す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 の よ う で あ り 、 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 は 、 貯 水 タ ン ク ３ ０ の 容 量 を 適 切 に 設 定 す
る こ と に よ り 、 室 内 観 賞 用 園 芸 、 家 庭 菜 園 （ １ ０ ａ 以 下 ） 、 小 規 模 営 農 （ １ ０ ａ ～ ２ ｈ ａ
） 、 大 規 模 営 農 （ ２ ｈ ａ 以 上 ） の あ ら ゆ る 場 面 に 適 応 可 能 と な る 。 ま た 、 ハ ウ ス 栽 培 な ど
の 施 設 園 芸 に お い て も 有 効 に 用 い ら れ る 。 概 ね 必 要 と さ れ る タ ン ク 貯 水 容 量 は 、 室 内 観 賞
用 園 芸 で ５ Ｌ ～ １ ０ Ｌ 、 家 庭 菜 園 で １ ０ ０ Ｌ ～ ３ ０ ０ Ｌ 、 小 規 模 営 農 で ３ ０ ０ Ｌ ～ ５ ｔ 、
大 規 模 営 農 で ５ ｔ × ｈ ａ 、 程 度 で あ る 。 同 じ 圃 場 に お い て 、 複 数 個 の 自 動 潅 水 装 置 を 同 時
に 使 用 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 の よ う に 、 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 で は 、 簡 単 な 構 成 で あ り な が ら 、 潅 水 面 積 の 大
小 に 関 わ り な く 、 そ の 日 の 気 候 状 況 （ 日 射 量 ） に 応 じ て 、 作 物 体 が 必 要 と す る 水 分 （ お よ
び 液 肥 ） を 節 水 状 態 で 間 欠 的 に 供 給 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 の 全 体 を 概 略 的 に 示 す 図 。
【 図 ２ 】 自 動 潅 水 装 置 に 用 い ら れ る 排 水 手 段 の 他 の 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 自 動 潅 水 装 置 に 用 い ら れ る 排 水 手 段 の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 で 用 い る 液 肥 混 入 装 置 の 一 例 を 示 す 概 略 図 。
【 符 号 の 説 明 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-201583 A 2004.7.22



１ … 本 発 明 に よ る 自 動 潅 水 装 置 、 １ ０ … ソ ー ラ ー パ ネ ル 、 ２ ０ … モ ー タ ー ポ ン プ 、 ２ ２ …
ホ ー ス 、 ２ ３ … 還 流 ホ ー ス 、 ２ ６ … 分 水 ホ ー ス 、 ３ ０ … 貯 水 タ ン ク 、 ４ ０ … 水 源 、 ５ ０ …
排 水 手 段 、 ５ １ … 逆 Ｕ 字 管 （ サ イ ホ ン ） 、 ６ ０ … チ ュ ー ブ 潅 水 系 、 ６ １ … 潅 水 口 、 ６ ２ …
チ ュ ー ブ 、 ７ ０ 、 ７ ０ Ａ … 液 肥 混 入 装 置 、 ７ １ … 外 容 器 、 ７ ２ … 内 容 器 、 ７ ３ … ホ ー ス
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